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家
族
も
施
設
の
方
、
利
用
者
の
仲
間
も
み
ん
な

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
11
月
３
日
に
施
設
で
報

告
会
を
し
た
と
き
に
は
利
用
者
の
仲
間
も
「
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
が
か
っ
こ
い
い
」
と
言
っ
て
く

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

―
―
大
会
は
ど
ん
な
大
会
に
な
り
ま
し
た
か
。

楽
し
い
大
会
で
、
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
次
の
目
標
が
あ
り
ま
す
か
。

次
の
佐
賀
大
会
に
も
出
た
い
と
思
い
ま
す
。
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
練
習
も
頑
張
り
た

い
で
す
。
次
は
走
り
高
跳
び
に
も
挑
戦
し
て
み

た
い
で
す
。

特別全国障害者スポーツ大会

燃ゆる感動かごしま大会

鹿児島県では初めての開催となる「特別全国障害者スポーツ大会燃ゆる感動かごしま大会」が、10 月
28 日から 10 月 30 日までの３日間にわたり開催されました。本市からも４人の方が鹿児島県選手団
として、本大会に参加し、スポーツを通じた記録や競技相手への挑戦、交流などを楽しみました。
記念すべき地元開催の大会に参加された選手の声や競技結果を紹介します。

10 月 28 日
～

10 月 30 日

陸
上
競
技
２
種
目
で
、
見
事
２
つ

の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

10
月
29
日
に
行
わ
れ
た
50
㍍
走
で
は
、
７
秒
16

を
記
録
し
、
今
大
会
１
つ
め
の
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
10
月
30
日
に
行
わ
れ
た
立
幅
跳
で
は
、
1

回
目
に
記
録
し
た
２
㍍
47
㌢
で
、
２
つ
め
の
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
小
原
さ
ん
は
21
年

前
に
出
場
し
た
高
知
県
大
会
で
も
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
て
お
り
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
数
は
通
算
３
個
と
な
り
ま

し
た
。
11
月
17
日
に
は
、
デ
イ
ハ
ウ
ス
ふ
た
ば

の
関
係
者
の
方
と
一
緒
に
、
市
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

―
―
金
メ
ダ
ル
を
２
つ
獲
っ
た
感
想
は
。

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

―
―
大
会
前
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
か
。

少
し
緊
張
し
た
け
ど
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
練
習

通
り
で
き
ま
し
た
。

―
―
会
場
の
応
援
は
ど
う
で
し
た
か
。

家
族
、
親
戚
、
施
設
の
方
、
利
用
者
の
仲
間
が

た
く
さ
ん
来
て
く
れ
ま
し
た
。
応
援
の
声
も
聞

こ
え
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

―
―
周
り
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
ど
う
で
し
た
か
。

11 月 17 日にデイハウスふたばの関係者の皆さんと市
長を表敬

陸上（知）　立幅跳・50m 走

小原 直
な お や

也 選手（38）
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キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を

リ
ー
ド
。
一
丸
と
な
り
３
位
獲
得

バレーボール女子（身）

尾塚 愛
あ い み

実 選手（26）

尾
塚
さ
ん
は
か
ご
し
ま
大
会
出
場
の
た
め
に
発

足
し
た
チ
ー
ム
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
初
心
者

や
試
合
初
出
場
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
も
い
る
中
、

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
出
場
。
２
回
戦
で
神
奈
川

県
に
０
ー
２
で
敗
れ
た
も
の
の
、
続
く
３
位
決

定
戦
で
は
２
ー
０
で
長
崎
県
に
勝
利
し
、
記
念

す
べ
き
地
元
大
会
を
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、

銅
メ
ダ
ル
の
好
成
績
で
終
え
ま
し
た
。

―
―
大
会
を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で
し
た
か
。

試
合
前
は
、
鹿
児
島
チ
ー
ム
と
し
て
初
め
て
試

合
を
す
る
楽
し
み
と
、
地
元
開
催
で
結
果
を
残

さ
な
い
と
と
い
う
責
任
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ

り
ま
し
た
。

試
合
中
は
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
が
、
プ

レ
ー
の
中
で
た
く
さ
ん
表
れ
て
、
チ
ー
ム
の
雰

囲
気
も
良
く
、
全
力
を
出
し
切
っ
て
、
楽
し
く

プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。
自
身
と
し
て
は
、プ
レ
ー

中
に
足
を
捻
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た

が
、
一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー
を
最
後
ま
で
や
り
切

れ
ま
し
た
。

不
安
も
大
き
か
っ
た
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頑

張
り
が
プ
レ
ー
で
表
れ
、
銅
メ
ダ
ル
と
い
う
結

一
回
戦
で
東
京
都
に
２
―
21
で
敗
れ
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
敗
退
と
い
う
悔
し
い
結
果
に
な
り
ま
し

た
が
、
２
番
・
サ
ー
ド
で
出
場
し
た
亀
田
さ
ん

は
、
３
回
に
先
頭
打
者
で
打
席
に
立
ち
、
チ
ー

ム
と
し
て
初
ヒ
ッ
ト
と
な
る
２
塁
打
を
放
ち
、

そ
の
後
ホ
ー
ム
に
か
え
り
初
得
点
を
あ
げ
ま
し

た
。
交
流
戦
で
は
山
口
県
と
対
戦
し
、
９
―
６

で
勝
利
を
収
め
、
本
大
会
を
１
勝
１
敗
で
終
え

ま
し
た
。

―
―
大
会
を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で
し
た
か
。

観
客
も
多
く
、
知
り
合
い
も
た
く
さ
ん
の
方
が

応
援
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
全
国
の
舞
台
は
初

め
て
で
緊
張
し
た
け
ど
、
応
援
が
力
に
な
り
ま

し
た
。
東
京
戦
で
は
初
回
か
ら
大
量
得
点
を
許

し
、
チ
ー
ム
も
沈
ん
だ
雰
囲
気
で
し
た
が
、
自

分
が
初
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
て
出
塁
し
、
ホ
ー
ム
に

か
え
っ
た
時
は
、
チ
ー
ム
も
盛
り
上
が
り
、
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
地
元
開
催
の
貴
重
な
大
会
に

出
場
で
き
て
、

一
生
の
思
い

出
に
な
り
ま

し
た
。

※表紙と２・３ページに使用している写真は本市で撮影した写真のほか、鹿児島県、いちき串木野市および各選手から提供いた
だいたものを掲載しています。

フットソフトボール（知）

亀田 大
だ い き

樹 選手（23）

１
回
戦
で
は
、一
矢
報
い
る
チ
ー

ム
初
ヒ
ッ
ト
を
記
録

果
に
つ
な
が
り
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

―
―
会
場
の
雰
囲
気
は
い
か
が
で
し
た
か
。

た
く
さ
ん
の
方
が
会
場
の
桜
島
ま
で
応
援
に
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
声
援
が
パ
ワ
ー
に
な
り
、
鹿
児
島
全
体

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
戦
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

が
あ
っ
て
プ
レ
ー
に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。

―
―
ど
の
よ
う
な
大
会
に
な
り
ま
し
た
か
。

結
団
式
・
激
励
会
で
は
、
秋
篠
宮
ご
夫
妻
と
お

話
を
す
る
機
会
も
い
た
だ
き
、
大
変
緊
張
し
ま

し
た
が
、
一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
競
技
開
始
式
で
は
、
代
表
で
選
手
宣
誓
も

務
め
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
、
た
く
さ
ん
の
方

に
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
夢
に
向
か
っ
て
挑

戦
す
る
こ
と
、
頑
張
れ
ば
結
果
も
つ
い
て
く
る

と
い
っ
た
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

聴
覚
障
が
い
者
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
た
く
さ
ん

の
方
に
知
っ
て
も
ら
え
、
応
援
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

―
―
周
り
の
支
え
は
い
か
が
で
し
た
か
。

お
忙
し
い
中
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
や
、

大
会
期
間
中
、
毎
日
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
お
か
げ
で
、
チ
ー
ム
は

最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

―
―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

来
年
の
佐
賀
大
会
で
は
、
銅
メ
ダ
ル
以
上
の
メ

ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
、
同
じ
境
遇
を
持
っ
た
子

ど
も
た
ち
に
も
夢
と
希
望
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

東京戦で、ホーム生還した亀田選手（背番号
５番）と喜ぶ鹿児島県チーム

バスケットボール女子（知）

引地 紗
さ あ や

彩 選手（18）
（写真左から２番目）

鹿児島県は１回戦で山口県と対戦。41-50 で惜し
くも敗れてしまいました。引地さんは沖縄県との
交流戦に出場し、１本のシュートを放ちましたが、
惜しくも得点にはつながりませんでした。

本大会では、本市の社会福祉法人青陵会デイ
ハウスふたば脇本が、車いすバスケットボー
ルの会場となった、いちき串木野市総合体育
館の「ぐりぶー広場」で、デコポンジュース
のふるまいや物販を行いました。
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市政ニュース

4

令
和
５
年
阿
久
根
市
市
民
表
彰
式

市
政
発
展
に
貢
献
し
た
皆
さ
ま
を
表
彰

◉
市
民
特
別
表
彰

地
方
自
治
部
門

　
▼
濵
之
上　
大た

い
せ
い成

さ
ん
（
市
議
会
議
員

　
９
期
33
年
勤
続
。
議
長
、
各
種
委
員
長
を

　
歴
任
）

　
▼
岩
﨑　
健け

ん
じ二

さ
ん
（
市
議
会
議
員
５

　
期
14
年
４
月
勤
続
。
副
議
長
、
各
種
委

　
員
長
を
歴
任
）

　
▼
濵
﨑　
國く

に
は
る治

さ
ん
（
市
議
会
議
員
４

　
期
13
年
10
月
勤
続
。
副
議
長
、
各
種
委

　
員
長
を
歴
任
）

　
▼
野
畑　
直す

な
おさ

ん
（
市
議
会
議
員
４
期

　
13
年
10
月
勤
続
。
議
長
、
副
議
長
、
産

　
業
厚
生
委
員
長
を
歴
任
）

　
▼
中
面　
幸ゆ

き
と人

さ
ん
（
市
議
会
議
員
４
期

　
13
年
４
月
勤
続
。
副
議
長
、
各
種
委
員
長

　
を
歴
任
）

　
▼
中
野　
茂し

げ
るさ

ん
（
尾
原
区
長
18
年
）

　
▼
寺
下　
富と

み
お雄

さ
ん
（
槝
之
浦
東
区
長

　
17
年
）

社
会
福
祉
部
門

　
▼
出
水
郡
医
師
会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
救
急
医
療
の
拠
点
と
し
て
15
年
以
上
）

教
育
文
化
部
門

　
▼
太
田　
弘こ

う
じ治

さ
ん
（
文
化
財
保
護
審

　
議
会
委
員
23
年
）

◉
功
労
者
表
彰

地
方
自
治
部
門

　
▼
德
田　
勇い

さ
むさ

ん
（
木
佐
木
野
区
長
10

　
年
）

　
▼
田
嶋　
輝て

る
お男

さ
ん
（
折
口
東
区
長
10　

　
年
）

　
▼
石
原　
岩い

わ
お雄

さ
ん
（
桐
野
下
区
長
10

　
年
）

　
▼
野
﨑　
繁し

げ
と
し利

さ
ん
（
脇
本
馬
場
区
長　

　
９
年
）

　
▼
河
野　
寛か

ん
じ二

さ
ん
（
深
田
区
長
８
年
）

　
▼
竹
原　
幸こ

う
す
け佑

さ
ん
（
八
郷
区
長
７
年
）

　
▼
寺
下　
文ふ

み
お雄

さ
ん
（
大
下
区
長
６
年
）

　
▼
中
野　
芳よ

し
み美

さ
ん
（
筒
田
区
長
５
年
）

　
▼
尾
﨑　
政ま

さ
み美

さ
ん
（
尾
崎
区
長
５
年
）

社
会
福
祉
部
門

　
▼
社
会
医
療
法
人
卓
翔
会
卓
翔
会
記
念

　
病
院
（
平
成
23
年
か
ら
大
川
診
療
所
に
医

　
師
を
派
遣
し
、
へ
き
地
医
療
に
10
年
以
上

　
従
事
）

　
▼
社
会
医
療
法
人
昴
和
会
内
山
病
院
（
平

　
成
24
年
か
ら
大
川
診
療
所
に
医
師
を
派
遣

　
し
、
へ
き
地
医
療
に
10
年
以
上
従
事
）

　
▼
公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
看
護
協
会　

　
出
水
地
区
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
に
対
し
、
最
前
線
で
対
応
に
当
た
り
、

　
市
民
の
健
康
被
害
を
低
減
）

産
業
経
済
部
門

　
▼
岩
﨑　
益ま

す
お男

さ
ん
（
阿
久
根
商
工
会

　
議
所
副
会
頭
、
常
議
員
、
議
員
を
歴
任
）

　地方自治部門、社会福祉部門、教育文化部門、産業経済部門の４部門の功労者を表彰する「令和５
年阿久根市市民表彰式」を 11 月 14 日に風テラスあくねで開催しました。
　特別表彰と各功労者表彰について、次のとおりご紹介いたします。



5

こ
ろ
ば
ん
体
操
参
加
者
交
流
会

手
作
り
カ
ー
リ
ン
グ
で
楽
し
く
交
流

　
日
頃
こ
ろ
ば
ん
体
操
に
参
加
し
て
い
る
方
を

対
象
に
し
た
参
加
者
交
流
会
を
11
月
９
日
・
10

日
に
総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
区

か
ら
１
８
７
人
の
参
加
が
あ
り
、「
手
作
り
カ
ー

リ
ン
グ
」
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
で
作
戦
を
立
て
な
が
ら
、
白
熱
し
た

試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
高
得
点
に
入

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
狙
っ
た
的
に
う
ま
く
入
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
、
頭
も
体
も
使
う
ゲ
ー
ム
に

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

区
長
会　

中
期
総
会
開
催

地
域
の
課
題
を
市
執
行
部
と
意
見
交
換

　
市
内
77
区
の
区
長
で
組
織
す
る
区
長
会
・
防

犯
組
合
連
絡
協
議
会
・
衛
生
自
治
会
の
中
期
総

会
が
11
月
10
日
に
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
各
会
の
取
り
組
み
な

ど
、
上
半
期
の
事
業
実
施
状
況
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
は
、
区
長
会
と
市
の
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
区
長
会
か
ら
は

市
道
に
隣
接
地
か
ら
の
道
路
に
張
り
出
し
た
樹

木
へ
の
対
応
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

認
知
症
発
症
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
運
動
を
楽
し
く
実
践

認
知
症
予
防
講
演
会
を
開
催

　
11
月
1
日
に
阿
久
根
市
総
合
体
育
館
で
、
認

知
症
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に

健
康
運
動
指
導
士
の
川
尻
彰あ

き
ら

先
生
を
招
き
、
認

知
症
予
防
に
効
果
的
な
運
動
、
膝
や
腰
に
負
担

を
か
け
な
い
身
体
の
使
い
方
、
脳
ト
レ
体
操
な

ど
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
楽
し
く
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
当
日
は
１
０
４
人
の
参
加
が
あ
り
「
脳
は
い

く
つ
に
な
っ
て
も
成
長
期
と
聞
い
て
嬉
し
か
っ

た
」「
3
分
の
運
動
で
も
血
流
が
よ
く
な
る
と
知

り
、
毎
日
し
た
い
と
思
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
映
画
『
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
』
上
映
会

映
画
を
通
し
て
認
知
症
を
学
ぶ

　
39
歳
で
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

と
診
断
さ
れ
た
丹
野
智と

も
ふ
み文

さ
ん
の
実
話
を
も
と

に
し
た
映
画
『
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
』
の
上
映

会
を
11
月
23
日
、
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
で
開
催

し
、
３
２
２
人
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
本
人
や
家
族
、
地
域
や
社
会
が
認
知
症
と
ど

う
向
き
合
っ
て
い
く
か
が
描
か
れ
、
来
場
者
か

ら
は
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
こ
と
を

奪
わ
ず
本
人
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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あ
く
ね
農
業
体
験
ツ
ア
ー

採
っ
て
、
食
べ
て
、
阿
久
根
を
味
わ
う

　
市
外
住
民
を
対
象
と
し
た
農
業
体
験
ツ
ア
ー

を
10
月
22
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
ツ
ア
ー
は
「
あ
く
ね
農
業
体
験
ツ
ア
ー

ズ
」（
代
表
は
白
濵
和か

ず
と
し利

さ
ん
）
が
主
催
す
る
も

の
で
、
市
外
か
ら
集
ま
っ
た
夫
婦
や
親
子
連
れ

な
ど
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
脇
本
地
区
を
巡
り
、
大
葉
、
え
の

き
、
温
州
み
か
ん
、
さ
つ
ま
い
も
の
生
産
者
か

ら
農
産
物
に
ま
つ
わ
る
豆
知
識
や
収
穫
方
法
な

ど
を
教
わ
っ
た
後
、
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で

と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
締
結
式

意
欲
と
や
り
が
い
の
あ
る
家
族
農
業
に

　
桐
野
地
区
で
柑
橘
類
を
生
産
す
る
堂
後
家
の

家
族
経
営
協
定
調
印
式
が
、
11
月
17
日
に
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

堂
後
家
は
、
農
業
を
営
む
堂
後
義よ

し
の
ぶ信

さ
ん
・

い
く
え
さ
ん
夫
婦
の
息
子
の
達た

つ
や也

さ
ん
が
、
令

和
２
年
に
就
農
し
た
こ
と
か
ら
、
家
族
経
営
協

定
を
締
結
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
義よ

し
の
ぶ信

さ
ん
が
「
経
営
の
安
定
を
目

指
し
、
段
階
的
な
経
営
の
継
承
を
、
協
定
に
沿
っ

て
行
い
、
心
身
と
も
に
ゆ
と
り
の
あ
る
経
営
を

目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

古
澤
巖 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
九
州

華
や
か
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
堪
能

　

10
月
28
日
、
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
で
、
大
分
県

唯
一
の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ｏ
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
九
州
」
と
、
同
楽
団
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ト
ナ
ー
に
就
任
さ
れ
た
日

本
を
代
表
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
古
澤
巖い

わ
おさ

ん
を
迎
え
て
、コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

約
１
時
間
半
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
滝

廉れ
ん
た
ろ
う

太
郎
の
『
荒
磯
』
や
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の

『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲　
四
季
』
な
ど
全
５

曲
が
演
奏
さ
れ
、
来
場
者
１
６
８
人
は
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
明
る
く
華
や
か
で
美
し
い
音
色
を

堪
能
し
ま
し
た
。

鶴
翔
高
校
生
の
農
業
体
験
受
入
れ

野
菜
栽
培
を
学
ぶ
４
日
間

　
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
10
月
24
日
か

ら
27
日
ま
で
の
４
日
間
、
鶴
翔
高
校
の
生
徒
２

人
の
農
業
体
験
受
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
現
在
、
農
業
科
で
野
菜
栽
培
な
ど

を
専
門
に
学
ん
で
お
り
、
今
回
の
農
業
体
験

で
、
市
が
推
奨
し
て
い
る
重
点
品
目
野
菜
の
ミ

ニ
ト
マ
ト
、
そ
ら
ま
め
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
方
法
や
生
ご
み
堆
肥
に
よ

る
野
菜
の
栽
培
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
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市
内
の
保
育
園
児
を

対
象
に
し
た
、
幼
年
消
防

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
11

月
14
日
に
風
テ
ラ
ス
あ

く
ね
駐
車
場
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
内
の
保
育

園
の
約
１
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
11

月
９
日
か
ら
実
施
し
て

い
る
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
中
に
開
催
し
た

も
の
で
、
当
日
は
、
防
火

衣
試
着
や
濃
煙
体
験
、
放

水
体
験
、
車
両
展
示
、
○

×
ク
イ
ズ
、
消
防
車
と
の

綱
引
き
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、
楽
し
く
防

火
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

  西平良将市長の主な活動 11 月11 月

阿久根市 市長の活動報告 検索

市ホームページもご覧ください。

阿久根フィロソフィ ～市職員人材育成の指針～

「成し遂げるまで諦めない」
　何かを成し遂げるかどうかは、その人の持っている熱
意と執念に深く関わっています。物事を成し遂げるに
は、自分に厳しく、目標達成に向かって、粘り強く最後
まで諦めずにやり抜く姿勢が必要です。

11 月 　　　　　     　活　動　内　容

１日
阿久根市肉祭り実行委員会

阿久根市青少年問題協議会

２日 令和５年度都市基盤整備事業推進大会及び要望活動（東
京都千代田区）

３日 第 34 回三笠旗争奪少年剣道大会

４日 第 76 回阿久根市総合文化祭

６日 全国青年市長会九州ブロック別会議（熊本県人吉市）

７日
第１回「子ども第三の居場所サミット」（東京都千代田
区）
社会資本整備を考える首長の会（東京都千代田区）

８日

南九州西回り自動車道建設促進大会及び要望活動（東
京都千代田区）
安全・安心の道づくりを求める全国大会及び要望活動

（東京都千代田区）

９日

台湾総領事との昼食会（出水市）

出水地区果樹振興大会

ころばん体操参加者交流会

10 日

区長会との意見交換会

令和５年度第 19 回飛翔祭

ころばん体操参加者交流会

11 日 令和５年度阿久根市社会福祉協議会「福祉のつどい」

12 日 第 23 回関西三笠会総会（大阪市）

13 日 鶴翔高校関係要望活動（鹿児島市）

14 日

令和５年阿久根市市民表彰式

第 187 回鹿児島県都市計画審議会（鹿児島市）

令和５年度手話奉仕員養成講座閉講式

15 日 全国都市職員災害共済会理事会（東京都千代田区）

16 日 全国治水砂防促進大会及び県支部要望活動（東京都千
代田区）

17 日

家族経営協定調印式

第３回原子力安全対策連絡協議会

令和５年度第２回市町村行政懇話会

19 日 三笠クラブ・50 周年を祝う会

21 日 善化区役所・善化高校訪問（台湾台南市善化区）

23 日 在宅医療・介護連携推進事業映画上映会

24 日 令和５年度第２回地域経済委員会（鹿児島市）

25 日
坂元要氏日本水泳連盟副会長退任祝・日本スポーツ協
会副会長就任祝
衆議院議員小里泰弘と地域の課題を語る会

26 日 阿久根・長島地区少年ソフトボール大会

27 日 第１回阿久根市障がい者計画等策定委員会

28 日
令和５年度阿久根市小・中・高等学校合同音楽会

阿久根食肉流通センター取締役会及び畜魂祭

29 日
令和５年第４回市議会定例会

阿久根商工会議所青年部忘年会

「to the Next」～次に向かって～
「for the Next」～次のために～

令
和
５
年
度
幼
年
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

楽
し
く
火
の
用
心



市役所からのお知らせ
information

　　      　　 問 　教育委員会　教育総務課　☎ 73-1257

学校の統・廃合に係る

　　　　今後の方向性などについて

◆学校の統・廃合の基本的な考え方
　▶基本理念

ア　学校は子供たちの教育の場であり、子供たちが社会の中でよりよく生きていけるようにするため
にあります。
イ　将来を担う子供たちに、最良の教育条件を整えます。
ウ　公教育における平等性を保障できる学校規模を維持します。

　▶適正配置を進めるための基準

○  小学校
　  複式学級が２年以上続くことが想定される学校
○  中学校
　  ６学級以下が２年以上続くことが想定される学校

◆基本的な進め方
　統・廃合の対象としている学校については、学校によって保護者や地域住民の考えや意見などが異なるこ
とから、個々の小・中学校の状況などに応じて進めることとする。

ア　学校は子どもたちの教育の場であり、子どもたちが社会の中でよりよく生きていけるようにする
　　ためにあります。
イ　将来を担う子どもたちに、最良の教育条件を整えます。
ウ　公教育における平等性を保障できる学校規模を維持します。

○  小学校
　  複式学級が２年以上続くことが想定される学校
○  中学校
　  ６学級以下が２年以上続くことが想定される学校

　教育委員会では、今回、総合教育会議での協議を経て、学校規模適正化協議会でのご意見を伺い、以下の
とおり取りまとめました。引き続き、児童生徒の保護者、未就学児の保護者を中心に説明・意見交換会を重ね、
今後の学校の新たな方向性を示していくこととしています。

特色ある教育の推進
統・廃合によって生み出される維持管理費の一部を活用して、教育活動などの一層の充実を図る。

・少人数指導の一層の充実
・外国語教育の一層の充実
・特別支援教育の一層の充実
・不登校児童生徒への指導・支援の一層の充実

・情報教育の一層の充実
・キャリア教育の一層の充実
・小中一貫教育の一層の充実【改正点として追加】

学校の統・廃合などの後の学校施設の活用
学校の統・廃合などの後の学校施設については、学校の統・廃合などは子どもたちへの教育の充実を目的として
いることから、統・廃合などにより生み出される財源で前述の特色ある教育の推進が可能になる点に鑑み、学校
施設の活用については、原則として、新たに市の財政負担が生じないようにすることとする。このことについては、
保護者や地域住民の意見・要望などを聞くとともに協議していくこととする。

8



改正点❸
鶴川内中の統・廃合が決定するまでの間、折多小の児童は、
阿久根中、鶴川内中、三笠中のいずれの中学校へも進学で
きることとする。その際の送迎などは保護者対応とする。

令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 令和９年 令和 10 年

大川小

西目小

山下小

鶴川内小

協議会、保護者などへの
説明・意見交換会の開催

意見が統・廃
合にまとまっ
た場合

新しい
小学校

（阿久根小）
として
スタート

休校中の２校
田代小

尾崎小

意見が統・廃
合にまとまっ
た場合

新しい小学校（阿久根小）
としてスタート

鶴川内中と折多小

鶴川内中

折多小 阿久根中・鶴川内中・三笠中に通学可

新しい中学校（阿久根中）

新しい中学校か三笠中に通学

脇本小・折多小・三笠中の小中一貫教育の推進とその他の小・中学校への小中一貫教育の導入の検討

脇本・折多・三笠 小中一貫校の本格的な推進

４つの小学校

その他の小・中学校 小中一貫教育の導入の検討（随時）

改正点❹
脇本小・折多小・三笠中以外の小・中学校についても、小
中一貫教育の導入を検討する。

今後も継続する手立てなど

小規模校入学特別認可制度（特認校）
▶現在、特認校制度を導入している学校は、継続して
制度を適用する。
▶統・廃合を実施した後は、存続する学校において特
認校制度を適用する。

主な改正点

小規模校への就学希望
新しい小・中学校（阿久根小・阿久根中）での就学に
不安などの困り感がある児童生徒には、「阿久根市立
小学校及び中学校の通学区域に関する規則」に基づい
て対応する。

通学の弾力化
▶統・廃合の対象としている学校の児童生徒は、近隣
の小学校、新しい小中学校へ移行する予定の学校（阿
久根小・阿久根中）への進学を認める。
▶その際の送迎は保護者対応とする。
▶原則、毎年 11 月末までに在籍する学校へ届出を行
う。

通学手段の確保
統・廃合の対象としている小規模の学校の児童生徒に
は、通学支援を行う。

改正点❶
大川小、西目小、山下小、鶴川内小の意見の取りまとめ時
期を令和８年３月末までとし、統・廃合にまとまった場合
の統・廃合時期を令和 10 年４月に設定。

改正点❷
休校中の田代小・尾崎小の意見の取りまとめ時期を令和７
年３月末までとし、統・廃合にまとまった場合の統・廃合
時期を令和９年４月に設定。

保護者・地
域住民の意
見の取りま
とめ

協議会、保護
者などへの説
明・意見交換
会の開催 意見が統・廃

合にまとまっ
た場合

※意見の取りまとめ前に、保護者・地域住民の意見が統・廃合にまとまった場合は、定めた取りまとめ時期を待たず、その手続きを行うこととする。

保護者・地
域住民の意
見の取りま
とめ
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市役所からのお知らせ
information

　　      　　 問 　税務課　固定資産税係　☎ 73-1204

　固定資産税の対象となる償却資産の所有者は、資
産台帳の登録とその価格決定に必要な事項を毎年、
申告することが義務付けられています。

　会社や個人で工場や商店などを経営する方が、
事業のために所有している次のものが該当します。
①構築物　②機械・装置　③船舶　④航空機　⑤
車両・運搬具　⑥工具・器具・備品
※法人および個人が、事業用に設置した太陽光発
電設備は、固定資産税の課税対象となるため、申
告が必要です。（低圧かつ10kw 未満の住宅等太陽
光発電設備は除きます。）

申告の対象となる償却資産

償却資産の申告お早めに

◆ 該当者の申告期限 令和６年１１月3131日 
学校給食用物資の納入希望者を募
集します

　  　     　 問 　学校給食センター　☎ 72-7081

◆受付期間
　　令和６年令和６年１１月 55 日 金  ～ １１月 2222 日 月

令和６年度

※申込書（指定願）は学校　
　給食センターにあります。
※スーパーなどの法人組織
　による大規模の小売店は
　除きます。

障がい者相談員に相談してみませんか
　　    　　 問 　福祉課　福祉係　☎ 73-1240

　市では、ご自身にも障がいがある方や、障がい福
祉に長年かかわってきている方に、障がい者相談員
をお願いしています。
　生活のことや不安なことなど、様々な悩みを乗り
越えて自立されている方からのアドバイスを受けて
みませんか。
　個人のプライバシーなどは固く守るように義務付
けられていますので、ひとりで悩むことなく、お気
軽にご相談ください。

　市では、建設工事および測量業務などの入札に参
加を希望される方を対象に、入札参加資格審査を行
います。
　申請に必要な書類などの提出がない場合、市が発
注する建設工事および測量業務などの入札に参加で
きませんので、受付期間内にご提出ください。

建設工事などの入札には
入札参加資格審査申請が必要です

　  　     　 問 　財政課　管財係　☎ 73-1217

令和６・７年度

◆対象者
　市が発注する建設工事、測量業務、地
質調査業務、土木・建築関係建設コンサ
ルタント業務、補償関係コンサルタント
業務などの入札に参加を希望する事業者

◆入札参加資格審査の実施
　「建設工事入札参加資格審査申請書」「測量業務等
入札参加資格審査申請書」に必要な書類など（以下

「申請書類等」という。）を添えて提出してください。
（申請書類等の詳細および提出方法は、市ホームペー

ジに掲載）

◆受付期間
　　1212 月 1111 日 月  ～ 令和６年令和６年１１月 3131 日 水

◆入札参加資格の有効期間
　令和６年４月１日～令和８年３月 31 日（２年間）

　 問 　福祉課　児童福祉係　☎ 73-1248

◆ 開催日　　　　　　　　令和６年11月1212 日 金  

里親制度説明会を開催します

◆ 場　所　　風テラスあくね　交流室３
◆ 対　象　　里親希望者

　里親とは、さまざまな事情により家族と暮らすこ
とのできない子どもを家族の一員として家庭に迎え
入れ、愛情を込めて養育してくださる方です。
　子どもが明るく健やかに生活していくためには温
かい家庭が大切です。子どもの養育に理解と熱意、
豊かな愛情をお持ちの方で、里親に関心のある方
は、ぜひご参加ください。

参加費無料

15：00 ～

水
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ミツバチの巣箱を設置されている
方は飼育届の提出が必要です

 問 　北薩地域振興局　農政普及課　☎ 0996-25-5531

　ミツバチの巣箱を設置されている方は、毎年１月
末までに蜜蜂飼育届の提出が必要です。（養蜂振興法）

 問 　農政課　農政管理係　☎ 73-1142

阿久根市農政課または北薩地域振興局農政普及課
提出先 提出期限：令和６年１月31日㈬まで

◉翌年も引き続き飼育する場合は、毎年提出が必要
　です。
◉花粉交配用に使用する時期だけミツバチを飼育さ
　れる方は届け出は不要です。

留意点
※様式の配布も行っています。

養 蜂 に 関 す る 情 報 は
県 ホ ー ム ペ ー ジ で ご
確認ください。

　　    　　 問 　税務課　滞納整理係　☎ 73-1202

　県では、12月を「県下一斉国保税滞納整理強化月
間」と定め、納税意識を高める取り組みや納税相談
などを実施しており、本市では次の取り組みを強化
します。

① 滞納者に対する催告書の送付、電話催告、納税相談など
② 滞納者の預貯金・給与・不動産などの財産調査
③ 滞納者の預貯金・給与などの差し押さえ、捜索などの滞
　 納処分

◆ 納付が困難な場合は早めにご相談ください

　災害、失業、病気などのやむを得ない事情で国保
税を納期限までに納めることができない場合は、お
早めに税務課へご相談ください。

12 月は「鹿児島県県下一斉国
保税滞納整理」強化月間です

国保税は、国保制度を支える貴重な財源ですので、

納期内納付へのご理解・ご協力をお願いします。

まだ申請されていない漁業者の方

漁業活動漁船用の燃油を補助します

 問 ・　　水産林務課　水産係　☎ 73-1162
　燃油の高騰により漁業継続に支障が生じている漁
業者を支援するため、令和５年度（令和５年４月分
～令和６年２月分）に漁業活動に使用した燃油につ
いて価格高騰分の支援事業を実施しています。

漁業用燃油価格高騰対策事業
◆ 対象者（以下のすべての要件を満たすこと）　　

▶市内に住所を有し、市内漁業協同組合の正組
合員であること
▶申請者が所有または使用する船舶で漁船登録
されていること
▶漁業経営セーフティネット構築事業（燃油）
に加入していないこと
▶市税などの滞納がないこと

◆ 補助対象期間　　
令和５年４月から令和６年２月までに漁業活動
に使用した燃油

①申請書（様式に定めあり）
②事業実績書（様式に定めあり）
③領収書などの燃油の購入数量を確認できる書類の
　写し
④動力漁船登録票の写し

交付申請の際に必要なもの

◆ 申請期限 令和６年３３月８８日

申

※申請は北さつま漁業協同組合本所・黒之浜支所で
も受け付けています。

◆ 補助額　　
期間内に真に漁船に使用したと
認められる燃油（A 重油、軽油、
ガソリン、混合油）の使用量

× 30 円

金
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市役所からのお知らせ
information

◆ 任用期間　令和６年４４月 １ １ 日 ～ 令和７年３３月 31 31 日
◆ 資格

　応募資格などについては、募集要項をご覧ください。募集要項は、市役所・三笠支所・大川出張所で
配布しているほか、市ホームページでもご覧になれます。
　なお、本募集は「障害者の雇用の促進等に関する法律」の趣旨を踏まえて実施します。

◆ 選考日など 選考日および選考方法については、募集要項をご覧ください。

令和６年度任用の会計年度任用職員を募集します

（次ページに続く）

応募手続き

⑴　提出書類　申込書１通
※障害者手帳の交付を受けている方はその写し１通
※応募資格に資格要件がある場合、資格を証明する書類の写し（資格取得見込みの場合は、その旨を
　記載したもの）

⑵　受付期間　12 12 月 11 11 日 月   ～ 令和６年１１月  ５５日 金   （ただし、土・日、祝日を除く）

書類提出先は各担当課まで。業務内容などの詳細は担当課にお問い合わせください。

月日 家庭ごみの収集
環境センター

リサイクルセンター
( 個人持ち込み )

衛生センター
（し尿処理場）

12 月

28 日㈭ 燃やせるごみ収集
生ごみ収集（対象区のみ） 通常（8:30 ～ 16:30） 通常（8:30 ～ 16:30）

29 日㈮ 段ボール・新聞等収集 特別受け入れ (8:30 ～ 16:30) 休み

30 日㈯ 収集は行いません 特別受け入れ (8:30 ～ 12:00) 休み

31 日㈰ 収集は行いません 休み 休み

1 月

1 日㈪ 収集は行いません 休み 休み

2 日㈫ 収集は行いません 休み 休み

3 日㈬ 収集は行いません 休み 休み

4 日㈭ 燃やせるごみ収集 通常 (8:30 ～ 16:30) 通常 (8:30 ～ 16:30)

5 日㈮ 段ボール・新聞等収集
生ごみ収集（対象区のみ） 通常 (8:30 ～ 16:30) 通常 (8:30 ～ 16:30)

年末年始のごみ収集などについて

○家庭ごみ収集は、12月30日㈯から１月３日㈬まで行いません。収集日以外は、ごみステーションに出さないでく
　ださい。
○生ごみバケツは、12月29日㈮から設置し、1月５日㈮に回収しますのでご利用ください。
○年末は特に混みますので、ご自宅のくみ取り便槽のくみ取りは余裕をもって事業者に依頼してください。事業者
　により休みが異なる場合があります。

  問 　市民環境課　環境対策係　☎ 73-1219　　
 北薩広域行政事務組合　
  ・環境センター　エネクリン北薩（可燃ごみ）　☎ 68-8853
  ・リサイクルセンター　エコリア北薩（不燃ごみ）　☎ 84-4111

し尿のくみ取り　
・有限会社　阿久根清掃社　☎ 72-0622
・OFFICE K2C さつしん清掃　☎ 73-1473
・株式会社　ロックス　☎ 73-1311

令和６年１月は水曜日の収集日が通常月と異なりますのでご注意ください。
　燃やせないごみ・空き缶・廃蛍光管・廃乾電池収集　▶　１月 10 日、１月 24 日
　びん・ペットボトル・トレイ収集　　　　　　　　　▶　１月 17 日、１月 31 日
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◆ 募集職種

教育委員会以外

一般事務員 一般事務員以外の職種

業務内容 連 絡 先 総務課 連 絡 先 福祉課 連 絡 先

電話交換・放送業務
７３－１２１２

交通安全指導等業務員
７３－１２１０

生活保護レセプト
点検事務員 ７３－１２４２

一般事務業務
（障がい者枠） 集落支援員 保育士

７３－１２４８

市民相談窓口業務 ７３－１２１０ 庁舎・公用車管理員 ７３－１２１２ 保育園看護師

企画調整課事務業務 ７３－１２１５ 情報管理事務員 ７３－１２１３ 保育園給食調理業務員

税務窓口事務業務 ７３－１２０２ 市民環境課 連 絡 先 みなみ保育園保育士

市役所窓口事務業務
７３－１２１８

不法投棄等監視・指導業務
員 ７３－１２１９

子育て支援センター保育士

マイナンバーに係る
窓口事務業務

海岸清掃作業・
監視指導業務員 商工観光課 連 絡 先

事業所ごみ分別
対策推進業務 ７３－１２１９ 健康増進課 連 絡 先 消費生活相談員 ７３－１２７８

家庭相談業務
７３－１２４８

歯科衛生士

７３－１２２８

都市建設課 連 絡 先

児童・母子等福祉
サービス事務業務 管理栄養士（又は栄養士） 建築技能業務員

（市営住宅修繕） ７３－１１８９

障がい福祉サービス
等事務業務 ７３－１２４０ 助産師 道路作業指導業務員

７３－１１９２
保健予防事務業務

７３－１２２８
訪問指導業務（国保）

（正看護師） ７３－１２２４
道路維持作業員

母子保健事務業務 レセプト点検事務員 水産林務課 連 絡 先

水道事業工務補助業務
７３－１１０９

介護長寿課 連 絡 先 有害鳥獣対策・
林道管理業務員 ７３－１１６５

水道事業事務業務 要援護者訪問相談員 ７３－１２４１ 大川診療所 連 絡 先

中山間・多面的機能事務業
務 ７３－１１４３ 介護保険専門指導員

（認定訪問調査員） ７３－１２２９
大川診療所看護師 ７４－０００１

商工観光事務業務
（課全般） ７３－１２７８ 介護保険専門指導員

（給付点検分析事務） 警備員

森林環境譲与税事務業務 ７３－１１６５ 専門指導員
（主任介護支援専門員）

７３－１２７２

総務課 連 絡 先

用地事務業務 ７３－１１８３ 専門指導員
（介護支援専門員） 市役所庁舎警備員 ７３－１２１２

道路維持等に
関する事務業務 ７３－１１９２ 専門指導員

（正看護師・管理栄養士）

市営住宅管理事務業務 ７３－１１８９ 生活支援コーディ
ネーター業務員

農地利用最適化事務業務 ７３－１２４９ 農政課 連 絡 先

三笠支所窓口事務業務 ７５－０００２ 農業専門指導員
（農政管理） ７３－１１４２

大川出張所窓口事務業務 ７４－０００１ 農業専門指導員
（農地中間管理）

議会事務局事務業務 ７３－１２５４ 農作業指導業務員
（振興センター） ７３－２１９１選挙管理委員会

事務局事務業務 ７３－１２６７ 農村環境改善
センター作業員

教育委員会

教育総務課 連 絡 先 生涯学習課 連 絡 先 警備員

建築技能業務員
（学校修繕）

７３－１２５７

社会教育指導員

７２－１０５１

生涯学習課 連 絡 先

学校図書司書 自主文化事業等推進員 市民交流センター警備員

７２－１０５１学校用務員 事務補助員
（市民交流センター） 中央公民館鶴見分館警備員

学校教育課 連 絡 先 スポーツ推進課 連 絡 先 脇本地区公民館警備員

英語教育指導助手

７３－１２５８

体育指導・施設管理業務員

７３－４６４９特別支援教育支援員 施設管理補助員

理科教育支援員 社会体育業務事務員

学習指導支援員 給食センター 連 絡 先

スクールサポート
スタッフ 給食センター事務補助員 ７２－７０８１

13



市役所からのお知らせ
information

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　       　 問 　健康増進課　保健予防係　☎ 73-1228

インフルエンザは流行が始まると、短期間に多くの人へ感染が広がります。例年12月～３月頃に流行しますが、今
年の冬は、インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行が心配されています。インフルエンザの感染予
防のための対策は、新型コロナウイルスの感染予防にも有効ですので、次のことに心がけ予防に努めましょう。

感染症の予防には、流水・石けんによる手洗いが
一番です！

◆石けんを使ってこまめに手洗い
　外出から帰宅後、食事の前など、流水・石けんで
30 秒以上かけて、しっかり洗いましょう。手につい
たウイルスを洗い流します。手洗いできない場所で
は、アルコール製剤での手指消毒も効果があります。

◆マスクの着用
　外出時や人と会話をする時などは、 マスクを着け
ましょう！マスクは、相手への飛

ひ ま つ
沫感染を防ぐとと

もに、鼻や喉を乾燥から守ります。

◆適度な湿度の保持
　空気が乾燥すると、インフルエンザにかかりやす
くなります。乾燥しやすい室内では、加湿器などを
使って適切な湿度（50 ～ 60％）を保ちましょう。

◆十分な睡眠・休養とバランスのとれた栄養摂取
　を心掛け、体の免疫力を高めましょう

季節性インフルエンザの予防に努めましょう

＜発熱などの症状のある方は、医療機関に電話相談の上、受診をしてください＞

◆ 発熱などの症状がある方は、まず、かかりつけ医や地域の身近な医療機関に電話で相談してください。

＜日常から行える感染症予防対策＞

◆ 相談する医療機関に迷う場合には「受診・相談センター」に電話で相談してください。
　受診する「外来対応医療機関」を案内されます。受診する場合は、必ずマスク着用をお願いします。

受診・相談センター（出水保健所）☎ 0996 - 62 - 1636（平日８時30分～ 17時15分）

＜予防接種を受けましょう＞

　予防接種は発症する可能性を減らし、発症しても
重い症状になるのを防ぐとされ、ワクチン接種によ
る効果が現れるまで２週間を要するとされています。

※接種費用の助成対象である 18 歳以下および 65 歳
以上の方については、９月末に予診票を郵送してい
ます。（予防接種を受ける際は、市から届いた予診票
が必要です。）
　また、上記以外の年齢の方についても、各医療機
関で接種できます。（市配布の予診票はありません。）
　まだお済みでない方は、ご家族と一緒に早めの接
種を心掛けましょう。
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◆健診期間　１１月 3131 日 水 まで

　鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、右記の
方を対象にお口元気歯ッピー健診を実施していま
す。
　高齢期になると、むせこんだり、のどにつかえ
たりすることが多く、これが原因で誤嚥性肺炎を
起こすことがあります。この健診は、「歯」だけで
なく、「お口の機能」も含めて検査しますので、義
歯（入れ歯など）を使用中の方も受診いただけま
す。
　対象者には６月初めに受診券（オレンジ封筒）
を送付しています。再発行を希望される方は右記
までお問い合わせください。

お口元気歯ッピー健診を受診しましたか？
問 　鹿児島県後期高齢者医療広域連合　☎ 099-206-1329

◉今年度76歳の誕生日を迎える方
　（昭和22年４月１日～昭和23年３月31日生まれ）
◉今年度80歳の誕生日を迎える方
　（昭和18年４月１日～昭和19年３月31日生まれ）

対象者 健診料は無料

◆場　　所　県内の協力歯科医院県内の協力歯科医院

◆ 日時　令和６年１１月 13 13日 土  ・ 14 14日 日  

◆ 申込先　生涯学習課　☎0996-72-1051

FAZIOLI ピアノ試弾会

　数多くの著名なピアニストから
高い評価を得ている FAZIOLI ピア
ノの明るく、豊かな音色をぜひご
体感ください。

◆ 場所　風テラスあくね　ホール

◆ 受付時間　月～金曜日　8：30 ～ 17：15

いずれも10：00 ～ 18：00

◆ 申し込み方法　電話にてお申し込みください。

試弾会のルール
・１人１コマ50分間　1,000円
・付き添い・見学者は４人まで可
・連弾は可、ただし１人につき1,000円負担
　時間内（50分）で複数人で演奏する場合もそれ
　ぞれ1,000円負担
・試弾以外の目的での利用は不可

◆ 申し込み期間

ＡＥＤの設置場所をご確認ください

「わがまちＡＥＤまっぷ」公開

　　  問 　阿久根地区消防組合　救急救助係　☎ 72-0119

　突然の心肺停止の救命に有効なＡＥＤ ( 自動対外式
除細動器 ) の阿久根市内の設置場所がわかる「わがま
ちＡＥＤマップ」を作成しました。緊急時にはＡＥ
Ｄを敷地外に持ち出す了承もいただいています。
  自宅や外出先近くのＡＥＤ設置場所を確認し、万が
一の事態に備えましょう！
※事業所の休業などによりＡＥＤを使用できない場
　合があります。
※阿久根地区消防組合ホームページでも確認できま
    す。

わがまちＡＥＤまっぷ
（グーグルマップ）

わがまちＡＥＤマップ
の使用方法

（YouTube のサイト）

　12月18日㈪～令和６年１月12日㈮
　（定員に達し次第締め切ります。）
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くらしの情報くらしの情報

小学校６校（うち休校中２校）・中学校１校

特特校校認認紹介

① 市内に保護者・児童生徒が在住し、令和
　 ６年４月１日現在で児童生徒が小学１年
　 生から中学３年生までであること。
②   １年以上通して通学が可能であること。
③ 保護者の責任において通学させること。

入学・転入学条件入学・転入学条件 申込期限申込期限

　原則、令和６年１月 31 日（水）までに学校教育
課（☎ 73 - 1258）へ電話連絡。その後、申込書を
提出してください。（年度途中の申し込みも可）
※本制度により、指定された学校の学級数が減少するな
　どの影響がある場合は総合的に判断することとします。

　「阿久根市小規模校入学特別認可制度」( 特認
校制度 ) は、小規模校ならではの特色ある教育
を行うことを目的に、通学区域外の児童生徒の
入学・転入学を特別に認める制度です。

特認校で学びませんか

　川、海、山の恵まれた自然環境の中、自分で「自分の思いや考えを表現できる」うこっ子の育成を目指し、学校・家庭・
地域の三者でスクラムを組み、子どもたちを育てています。餅米やサツマイモ作り、昔の遊び活動、塩干・ボンタン漬
作り体験、「ぬくもりの会」と連携したこいのぼり設置や親子レクリエーションの開催、「あじさい会（保護者による読書
グループ）」と連携した読書活動の推進など、地域の特色を生かし、人や自然とのふれあいを通した体験活動を推進し
ています。

大川 8061 番地　
☎ 74-0007大川小学校大川小学校

　潮騒香る本校では、子どもたち一人一人の力を最大限に伸ばすために、「わかるようになりたい」「できるようになりたい」
という思いに寄り添い、どの子も生き生きと学習できるよう指導・支援に努めています。また、地域の自然や文化を生
かした豊かな体験活動も大きな特色の一つです。本校は、小規模であるからこそ、大きな学びが得られる「子どもたち
が通いたくなる学校」を目指しています。

西目 1245 番地　
☎ 72 - 0448西目小学校西目小学校

　本校は、「元気いっぱい　ひとみかがやけ　山下っ子」をキャッチフレーズとして活動しています。少人数学級のよさ
を生かした指導や、地域の方々に協力をいただきながら行う伝統芸能「山下三尺棒踊り」「昔遊び」「ガネ作り」などの
体験活動も魅力です。学校、家庭、地域が一体となって見守り、よく考え、思いやりにあふれ、元気のある子どもたち
がすくすく育っています。市街地から車で約５分の場所に立地し、静かで自然豊かな学校です。児童クラブも隣接して
います。

山下 834 番地　
☎ 72 - 0062山下小学校山下小学校

　鷹首山や高松川などの恵まれた自然環境の中、「夢や希望に向かって　たくましく生きる子どもを育てる」を学校教育
目標にし、子どもたち一人一人にきめ細かく、行き届いた指導を行っています。米作り、餅つき、あくまき作り、でんえ
んコンサート、カヌー、グラウンドゴルフなど、地域と連携した体験活動も充実しています。

鶴川内 3380 番地　
☎ 72-0489鶴川内小学校鶴川内小学校

　鶴川内の豊かな自然の中で、小鳥のさえずりや生徒の明るい声が聞こえる学校です。少人数による個別最適な学びや
思い出に残る体育大会での鶴中ソーラン、文化祭での劇や全体合唱など、生徒主体の取組を推進しています。キャリア
教育を軸として、生徒一人一人の人間的成長を育むとともに、「スコラ手帳」や「鶴中学びのガイド」を活用して、「より
よい生き方を実現するには、どうしたらよいか」という共通課題のもと、自律的な学びを推進しています。

鶴川内 10300 番地　
☎ 72 - 2101鶴川内中学校鶴川内中学校

田代小学校田代小学校 尾崎小学校尾崎小学校 休校中のため、現在のところ児童の募集を見合わせています。

【問い合わせ・申込先】　 学校教育課　 ☎  73 - 1258【問い合わせ・申込先】　 学校教育課　 ☎  73 - 1258 16



くらしの情報くらしの情報
informationinformation

募集種目 募集資格 受付期間 試験期日

陸上自衛隊
高等工科学
校生徒

一般
男子で中卒（見込み含む）
17 歳未満（成績優秀かつ
学校長が推薦できる方）

10/ １～１/5

１次：１/13・14
２次：1/25 ～ 28（い
ずれか１日を指定
されます。）

自衛官候補生
18 歳以上 33 歳未満の方（32
歳の方は採用予定月末日現
在 33 歳に達していない方）

年間を通じて
行っておりま
す。

受付時にお知らせ
します。

自衛官募集

自衛隊募集相談員
中面幸人（内田区）
松木博（槝之浦西区）

問　自衛隊鹿児島地方協力本部
　　薩摩川内出張所
　　☎0996-22-2401

市民環境課
住民年金係
☎0996-73-1218

　※年齢は令和６年４月１日現在

鹿児島障害者職業能力開発校では、障
がいをお持ちの方を対象に令和６年度
入校生を募集します。
▶募集期間　1/4㈭～ 2/9㈮
▶選考日　2/26㈪
▶試験会場　鹿児島障害者職業能力開
発校（薩摩川内市入来町）
▶試験内容　筆記試験（国語、数学）
および面接
▶募集科目　情報電子科、グラフィッ
クデザイン科、OA 事務科、介護福祉
サービス科、アパレル科、ワークト
レーニング科
▶訓練期間　１年間（令和６年４月か
ら令和７年３月まで）
▶その他　授業料・受講料は無料で
す。校内に寮も完備しています。入寮
は任意です。
▶申込方法　お近くのハローワークで
ご相談ください。
問　鹿児島障害者職業能力開発校
　　☎0996-44-2206

令和６年度鹿児島障害者職業能

力開発校　入校生募集

総合相談窓口をご利用く
ださい

地域包括支援センターでは、高齢の方
が、住み慣れた地域でその人らしい生
活を送ることができるように、さまざ
まな相談をお受けしております。高齢
者ご本人だけではなく、ご家庭、地域
の方もお気軽にご利用ください。
▶支援内容
・介護、福祉、保健、権利擁護などの
相談
・介護と仕事の両立に悩まれる方の相談
・相談先が分からないお悩み事の適切
な相談機関へのご案内　など
▶巡回相談（予約不要）
12/21㈭　
10：00 ～ 12：00　折多地区集会施設
13：00 ～ 15：00　脇本地区公民館
1/18㈭　
10：00 ～ 12：00　大川出張所　
13：00 ～ 15：00　西目地区集会施設
2/15㈭　
10：00 ～ 12：00　風テラスあくね
13：00 ～ 15：00　鶴川内地区集会施設
問　地域包括支援センター
　　☎0996-73-1272

出水税務署では、事業者の皆さまに、
インボイス制度の実施に向けて必要な
準備をしていただくため、インボイス
制度の概要、売り手・買い手側の注意
点、登録申請の方法などについて説明
後、ご自身の事業実態をお伺いし、登
録要否の判断のサポートする「登録要
否相談会」を開催します。なお、その
場で登録申請書などの提出を希望する
方にその手続きをサポートします。
す。
▶開催日時　1/15㈪　10：00 ～ 12：
00
▶開催場所　北薩地域振興局出水庁舎
３階大会議室（出水市昭和町18番18
号）
▶申し込み期限　1/12㈮15：00まで
▶留意事項　
・制度概要の説明のあと登録要否相談
会をご案内させていただきます。
・申込者が多数の場合、別の開催日時
をご案内させていただくことがありま
す。
▶連絡先　
（法人事業者の方）
出水税務署法人課税部門　
☎0996-62-0171
（個人事業者の方）
出水税務署個人課税部門　
☎0996-62-0902
問　出水税務署
　　☎0996-62-0200（自動音声案内）

消費税のインボイス制度

「登録要否相談会」の開催

「移動ねんきん相談所」
を開設します

国民年金・厚生年金・船員保険および
共済年金などの年金制度全般に関する
「移動ねんきん相談所」を開設しま
す。相談には川内年金事務所の職員が
応じます。利用される方は、市民環境
課に事前予約が必要ですので、ご注意
ください。予約の際は「氏名」「基礎
年金番号」「相談内容」「連絡先」など
をお知らせください。
▶日時　1/11㈭
▶時間　 9：30 ～ 15：30
▶場所　風テラスあくね 交流室５
▶持参するもの
　印鑑、年金手帳、年金証書、ねんき
　ん特別便、ねんきん定期便など
▶予約受付期間
　12/22㈮～ 1/4㈭
問　市民環境課住民年金係
　　☎0996-73-1218

県土砂災害警戒区域等
マップのスマホ版公開

10月から鹿児島県土砂災害警戒区域
等マップのスマートフォン版を公開し
ています。スマートフォン版では見や
すさや操作性が向上しているほか、現
在地ボタンを使って、今いる場所の土
砂災害警戒区域等を簡単に確認するこ
とができます。土砂災害から身を守る
ために「日頃の備え」と「早めの避
難」を心掛けましょう。(「鹿児島県土
砂災害警戒区域等マップ」で検索 )
問　県庁砂防課
　　☎099-286-3616
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くらしの情報くらしの情報
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お
知
ら
せ

友だち
募集中

ＬＩＮＥの「友だち追加」から、

ＩＤ検索するかＱＲコードを

スキャンしてください
阿久根市

ＬＩＮＥ公式アカウント ＠ａｋｕｎｅｃｉｔｙ

「税に関する作品」受賞者

ハローワーク出水のホー
ムページがリニューアル

ハローワーク出水（出水公共職業安定
所）ではこの度、ホームページをより
使いやすく快適に利用いただくため、
全面リニューアルを行いました。ワン
クリックで求人検索できるなどの便利
機能もありますので、ぜひご利用くだ
さい。

問　出水公共職業安定所
　　☎0996-62-0685

ＨＰはこちら▶

「国税相談専用ダイヤル」
の導入について

11月１日から新たに全国で運用を開
始した「国税相談専用ダイヤル」をご
利用ください。この専用ダイヤルは、
税務署に電話せずとも電話相談セン
ターに直接繋がりますので、従来のよ
うに「税務署に電話をして『１』番を
選択する」という手間が省け、大変便
利です。
▶国税相談専用ダイヤル
　☎0570-00-5901
問　出水税務署
　　☎0996-62-0200（自動音声案内）

国税庁などが開催した「税に関する作
品」の受賞者は次のとおりです。

小学生書道の部
入選
阿久根小６年　倉津杏

あ ん な
奈

脇本小６年　花木愛
あ ゆ な

優菜

中学生書道の部（１年）
最優秀賞
阿久根中　浦鈴

り ん か
華

優秀賞
阿久根中　冨吉莉

り ほ
帆

阿久根中　尾上友
ゆ う か

香

中学生書道の部（２年）
優秀賞
三笠中　花木美

み ゆ な
優菜

優秀賞
阿久根中　大田優

ゆ い
衣

中学生書道の部（３年）
入選
三笠中　松木楽

ら な
奈

中学生ポスターの部
阿久根商工会議所会頭賞
三笠中２年　大漉 葵

あおい

入選
鶴川内中２年　上裕

ゆ う き
紀

中学生の「税についての作文」の部
出水税務署長賞
阿久根中１年　川畑ことみ
『消費税で幸せな生活を』
出水地区納税貯蓄組合連合会会長賞
鶴川内中３年　若松夢

ゆ ら
空

『祖母の命を救った税金』
阿久根商工会議所会頭賞
阿久根中３年　堂後侑

ゆうせい
生

『少子高齢化と関係する消費税』
出水地区宅建業税務協会会長賞
三笠中３年　德重至

ゆ き の
乃

『税と身の回りの生活』

絵はがきの部
優秀賞　
阿久根小６年　新坂璃

り ほ こ
帆子

諏訪ノ前遺跡（波留地区）
現地説明会を開催します

公益財団法人鹿児島県文化振興財団埋
蔵文化財調査センター主催で諏訪ノ前
遺跡 ( 波留地区 ) の現地説明会を開催
いたします。参加は無料で、事前の申
し込みも不要です。
▶開催日時　1/20㈯　13：30 ～ 15：
30（受付13：00 ～）
▶場所　諏訪ノ前遺跡発掘現場（波留
地区）
▶内容　
・発掘調査で確認された中世の遺跡の
見学（建物・地層）
・発掘調査で出土した遺物展示と説明
問　（公財）鹿児島県文化振興財団埋
　　蔵文化財調査センター調査第二係
　　☎0995-70-0574

ヤングケアラー・オンラ
インサロンについて

県では、ヤングケアラーがより気軽に
悩みや経験などを共有することができ
る新たな場所として、オンラインサロ
ン（名称：ヤンケア Lab（ラボ）かご
しま）を設置しました。※オンライン
サロン上で相談があった場合は、必要
に応じて、関係機関などと連携の上、
必要な支援を行います。
▶利用対象者　家族の世話をしている
18未満の子どもや大学生またはその
家族
▶開催時期　月１回程度の開催を予定
しています。
▶実施方法　LINE の文字チャット機
能により実施します。匿名（ニック
ネーム）での参加が可能です。見学の
みの参加も可能です。
▶ 申 し 込 み 方 法　LINE ア カ ウ ン
ト「 ヤ ン ケ ア Lab か ご し ま 」（ID
＠ yclabokago38）を友だち登録して
いただくと、申し込みのメッセージが
届きます。
問　（一社）Saa・Ya
　　☎090-1367-0284
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❷

❸

❹

５ 歳 児 む し 歯 ゼ ロ 表 彰５ 歳 児 む し 歯 ゼ ロ 表 彰

　阿久根市内の保育園・認定こども園
の歯科検診で、むし歯のなかった５歳
（年長）児に賞状と記念品を贈りまし
た。
　今年は59人の園児が表彰を受けま
した。おめでとうございます。（※敬
称略）

池畑　昊
なつ

石原　侑
ゆ な

奈 井戸　大
た い し

志 岩渕　陽
は る き

輝 上野　優
ゆ づ き

月 越川　裕
ゆ う ひ

陽

大河　七
な な せ

彩 大川内　妃
ひ ま り

莉 大漉　梨
り あ

愛 尾﨑　達
た つ や

也 落　愛
あ い り

梨 梶尾　京
きょうすけ

佑

椛山　心
こ こ な

愛 上鶴　晴
は く

空 神之田　日
ひ な た

葵 仮屋園　柚
ゆ い

衣 川崎　蓮
れん

川辺　莉
り り な

々華

川畑　孝
こうすけ

介 川畑　千
ち と せ

歳 川畑　晴
は る と

斗 　通　功
こ う た

大 黒神　俊
しゅんた

太 黒永　依
い ち か

愛

現王園　紅
く れ は

葉 小松　愛
あ い か

華 坂元　希
き ほ

帆 洲﨑　瑛
え い た

太 　野　光
こ う ま

真 　野　叶
と う ま

真

髙之口　結
ゆ い か

華 田上　陽
ひ な た

大 田村　涼
す ず ほ

帆 辻口　絆
きずな

出口　昇
あ さ ひ

冴 飛松　音
お と は

羽

飛松　海
か い と

音 富田　エレン 冨吉　玲
れ い な

那 長島　碧
あおい

中野　夏
か ほ

帆 塗木　友
ゆ い と

絃

野畑　寧
ね ね

々 橋崎　結
ゆ う と

斗 花田　美
み お

凰 原田　晃
こ う た ろ う

太郎 東園　柑
か の ん

音 平田　莉
り り

理

平野　心
こ は る

陽 平山　結
ゆ い な

菜 前原　善
ぜん

松本　陽
ひ な

菜 的場　咲
さ な

菜 森岡　遥
は る き

輝

山口　海
か い き

輝 山下　輝
ら い と

純 山下　蓮
れ ん な

渚 𠮷野　咲
さ ら

良 𠮷本　龍
り く

空

表彰を受けた阿光保育園の園児たち

お口の中を健康に保ちましょう！
　ウイルス感染症から身を守るために、とても大事なことです。
今、お口のケアが注目されています。

うがい
手洗い

歯みがき
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　わらべ工房では、陶芸以外にもさまざまな体験を行っています。

　今回、私たちが体験したのは、スリッポンの絵付け体験。無地

の生地に思い思いの絵を描き、オリジナルスリッポンを作成しま

す。

　事前にスリッポンのサイズと色の希望をわらべ工房へ伝え、体

験日当日は汚れても良い服装での参加がオススメです。布用の絵

の具を使って、好きな色を合わせて筆で描きますが、失敗が心配

な方は下書きもできますのでご安心ください。

　どんな絵柄、色にしようか迷いながらも、最初の一筆を入れて

しまえば、どんどん筆が進んで、あっという間に没入できます。

作者の感性が如実に表れた靴をお互いに見せ合うのも楽しく、「今

度は違う色の靴で作りたい」「次はあのデザインにしよう」なんて、

次々とアイデアが溢れてきます。

　大人になると絵の具で絵を描く機会はほぼ無くなりますが、久

しぶりに筆を持つと自分の中の童心が蘇ってきて懐かしくも新鮮

な経験でした。

体験型観光【わらべ工房】体験型観光【わらべ工房】

阿久根フシギ発見！【大川のかくれ念仏跡】阿久根フシギ発見！【大川のかくれ念仏跡】
　今から 155 年前の明治維新後、政府から神仏分離令が発布され

たのをきっかけに各地で廃仏毀釈運動が広がり、寺院や仏像など

が破壊された歴史があります。

　中でもその運動が徹底的に行われたのが薩摩藩でした。拠り所

をなくした一向宗 (浄土真宗）の門徒は密かに信仰を続けるため

見つからない場所へ仏像を隠し拝みました。阿久根にもその歴史

は色濃く残っており、仏像を隠し拝んだ場所が「かくれ念仏跡」

として残されています。

　私が訪れた場所は大川にある山中で、道路から歩いて山へ入っ

て行き、しばらく登ると巨石が見えてきます。その巨石のところ

にかくれ念仏跡の看板が立っています。

　当時の様子は分かりませんがやはり歩きやすい場所とは言えず、

この山の中に隠れて仏を信仰する当時の人々の思いは計り知れま

せん。

　ここを訪れた際の詳しい記事がブログサイト note の阿久根フシ

ギ発見第 6回に掲載されていますのでご興味ある方はご覧くださ

い。

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信
2023

12
Vol.12

月号

阿久根の美しい自然の中
で、魅力を再発見し、得
意を生かして阿久根を盛
り上げたい。活動の様子
をお伝えします。

阿久根市地域おこし協力隊 Facebook、Instagram もあります。

協力隊への連絡は　阿久根市役所 商工観光課（☎ 0996-73-1114）

企画調整課（☎ 0996-73-1215）

　　　　　　　　　（株）まちの灯台阿久根　 （☎ 0996-72-3646）まで 20



家け
よ
う
し
ん

養
心
太
極
拳
脇
本
教
室
の
師

範
と
し
て
、
太
極
拳
を
指
導
し

て
い
る
の
は
、
川
俣
義よ

し
と人

さ
ん
と
イ

ツ
子
さ
ん
。

　
夫
婦
で
太
極
拳
を
指
導
し
て
お
り
、

太
極
拳
を
始
め
て
か
ら
、
35
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　

元
々
は
、
生
涯
学
習
講
座
に
イ
ツ

子
さ
ん
が
通
い
始
め
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
義よ

し
と人

さ
ん
も
無
理
や
り
連

れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
最
初
は
あ
ま

楊

「あくねの元気者」大募集！ 75 歳以上の方で話題性のある方をお待ちしております。
問  介護長寿課　高齢者支援係　☎ 73-1241 ／ FAX 73-0297 ／　  korei@city.akune.kagoshima. jp

ＶＯＬ .21
川俣　義

よ し と
人さん 　   （86）

（下村区）

り
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
義よ

し
と人

さ
ん
で

し
た
が
、
回
数
を
重
ね
る
度
に
太
極
拳

の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
現
在
は
月
３

回
の
教
室
だ
け
で
な
く
、
毎
朝
、
知
人

の
方
々
と
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

　
「
太
極
拳
は
誰
で
も
で
き
て
健
康
に

な
れ
る
運
動
」「
健
康
法
と
し
て
も
っ

と
太
極
拳
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
太
極
拳
に
対
す
る
熱
い
気
持
ち
を
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　　　イツ子
こ

さん（80）

よ
う

防災
豆

知

識

災
害
に
備
え
て

～
雪
道
の
注
意
点
～

 問　総務課　危機管理係　☎ 73-1210

このコーナーでは日頃から備え
なければならない防災に関する
豆知識などをご紹介します。

◆ 雪道の運転

◆ 雪道の歩き方

　・狭い歩幅で地面に垂直に足を踏み出し、靴の裏全体を地面に
　つける
　・坂や段差、タイル・白線などすべりやすい場所は避ける
　・すぐに動かせるように両手をあけておく

◆ 服装

　・撥水性や防水性のある長靴か底の滑りにくい靴
　・厚手の防寒着、手袋や防寒帽子　
　・荷物はリュックにまとめる

　・通常の２倍以上の車間距離を保つ　
　・普段よりゆっくり走る（急発進、急停車防止）　
　・チェーンやスノータイヤの装着
　・路面が滑りやすい、橋の上やトンネル出入り口
　に注意する
　・２輪車は転倒の恐れがあるので運転しない

　

阿
久
根
市
は
、
温
暖
な
地
域
で
す

が
１
、２
月
に
な
る
と
降
雪
な
ど
も
見

ら
れ
ま
す
。
過
去
に
は
、
38
㎝
の
積

雪
（
昭
和
38
年
1
月
）
を
観
測
す
る
な

ど
、
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
積
雪
を
観

測
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
雪
道
を
移
動
す
る
際
に
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
移
動
し
ま
し
ょ
う
。
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みんなのアルバム
まちの話題

　11月３日に「第41回危険業務従事者叙勲」が発令さ
れ、元陸上自衛官の冨𠮷誠

まこと
さんが瑞宝双光章を授与され

ました。今回の受章は、自衛官として危険性が高い業務
に従事してきた功績が認められ授与されたものです。
　冨𠮷さんは約39年、陸上自衛官として危険業務に取り
組み、社会に貢献されてきました。
　現在も予備自衛官であり、市防衛協会の会員でもあり
ます。

瑞宝双光章に冨𠮷𠮷誠さん
～第 41 回危険業務従事者叙勲～

　11月７日に黒之浜区在住の濵﨑寛
かんいち

一さん（写真左）
が、海上保安庁から感謝状を贈呈されました。
　同庁では、11月１日を、日本初の洋式灯台の竣工日に
ちなんで「灯台記念日」と定めており、毎年、この日に
合わせて、船舶の航行の安全確保に協力する航行援助業
務協力者に感謝状を贈っています。
　濵﨑さんは、平成20年４月１日から黒之浜港西防波堤
灯台と薩摩ノ一瀬灯標（ともに阿久根市脇本所在）の灯
火の監視を行っており、付近を航行する船舶の安全確保
に寄与されています。　

船舶の航行の安全確保に寄与
～航行援助業務協力者　濵﨑氏～

　文化活動を行う個人や団体が、日頃の練習の成果や作品
を披露する「第76回阿久根市総合文化祭」が11月４日・５
日に風テラスあくねで開催されました。
　演芸の部では、郷土芸能、ダンス、音楽、日本舞踊など
36団体が演技を披露しました。
　展示の部では、絵画、書道、生け花、園児・小中学校の
工作などの34団体1,578点が展示されました。また、２日目
には４年ぶりに茶道表千家による茶道体験ブースも設けら
れ、茶席を楽しむ参加者も見られました。

日頃の文化活動をお披露目
～第 76 回阿久根市総合文化祭～
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楽しい話題などお寄せください。

総務課秘書広報係 ☎ 73-1208

　脇本小の５年生26人が11月11日に、障がい者支援施設
あいわの里を訪問し、山田楽を披露しました。
　利用者や職員などが見守る中、元気いっぱいの掛け声
と躍動感あふれる演技を披露し、見守った利用者の方
も、楽に合わせて手や頭を動かして、演技を楽しみまし
た。
　演技終了後は涙を流して喜ぶ方もおり、利用者代表が
「素晴らしい演舞に若いパワーを感じました」とお礼を
述べました。

若いパワーを地域の方におすそわけ
～脇本小山田楽　あいわの里訪問～

　地域の文化財の保護に功績のあった個人や団体を表彰
する鹿児島県文化財功労者表彰式が11月10日に県庁で行
われ、波留区南方神社神舞保存会が表彰を受けました。
　神舞は、江戸時代末期頃から波留村の庄屋の交代時期
である８年ごとに五穀豊穣を祈って催されたものが起源
とされています。担い手不足もあり、存続も危ぶまれま
したが、昭和43年に県の無形民俗文化財の指定を受け、
波留区では、昭和61年に区民の総意のもと、保存会を結
成し、今も文化財の保存・伝承に努めています。
　同会の宮田博

ひ ろ み
美会長は「神舞は長い歴史と伝統があ

り、区民にとって誇りです。表彰は区民や地域の皆さま
と一丸となって続けてきた賜物です」と話しました。

区民が代々受け継いだ誇り
～県文化財功労者表彰　南方神社神舞保存会～

　ＪＡ鹿児島いずみ農業協同組合、同果樹部会が主催す
る果樹振興大会が11月９日に風テラスあくねで開催され
ました。25年ぶりに開催された本大会には、管内２市１
町の果樹農家約300人が集まりました。
　「競争の時代から連携の未来へ」を大会テーマに、阿
久根市の農家の小園悠

ゆ う た
太さんと安藤弘

ひろふみ
文さんによる事例

発表やパネルディスカッションなどが行われ、多面的連
携による果樹農業による産地づくりを進め、次世代に繋
ぐ夢のある果樹産地の実現に向けた大会決議がなされま
した。
　大会の最後には、果樹部会会長を務める桐野地区の果
樹農家の大野健

け ん し
志さんが「果樹生産者だけでなく、行

政、ＪＡ、地域住民皆で、地域の環境、経済を守るとい
う思いで一致結束し、取り組みましょう」とあいさつ
し、会を締めくくりました。

果樹産地発展のため集結
～ＪＡ鹿児島いずみ農協　果樹振興大会～
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みんなのアルバム
まちの話題

　11月12日、折多地区集会施設前広場で「折多の大収穫
祭　だいでんかいでん祭り」が４年ぶりに開催されまし
た。
　この祭りは、折口地区と多田地区から地域交流を活性
化することを目的に結成された「折多 R ３会」が実行委
員となって開催したもので、地元事業者の出店やフリー
マーケット、ステージイベント等の催し物を楽しむ大勢
の来場客でにぎわいました。
　実行委員長の慶越雅

まさひろ
弘さんは「周囲のたくさんの支援

があり、開催することができました。若い世代が主体と
なって地域を盛り上げていけるよう、今後も活動を続け
ていきたいです」と話しました。

折多の大収穫祭 だいでんかいでん祭り
～地元民待望！４年ぶりの開催～

　市子ども会育成会連絡協議会主催の「市子連フェス
ティバル」が11月18日に風テラスあくねで行われまし
た。
　木の枝など自然の素材で昆虫のオブジェを作る昆虫ク
ラフトや、松ぼっくりやどんぐりを使ったツリーづくり
などの創作活動ブースや、輪投げやストラックアウトを
行う体験コーナーなどが用意され、来場した169人の親
子連れが、工夫を凝らしたさまざまなアトラクションを
楽しみました。

子どもが主役で楽しむ一日
～市子連フェスティバル、中国雑技団神技公演～

　午後からは市主催の、子どもたちを対象にした中国雑
技団「神技」のステージショーも行われ、獅子舞、ハッ
トジャグリング、変面、椅子倒立など、次々に繰り出さ
れる妙技の数々に、客席からはたびたび、大きな拍手や
歓声が上がりました。
　観覧した阿久根小５年の田島彩

さ や
陽さんは「ショーの最

後の椅子倒立は、客席から見ててハラハラしました。た
くさんの体験コーナーやショーが見れて、一日楽しかっ
たです」と話しました。

　11 月23 日の「勤労感謝の日」を前に、日頃お世話
になっている方々に感謝の気持ちを伝えようと11 月21 
日、認定こども園あくね園の園児16 人が市役所や事業所
などを訪問しました。
　園児から手作りのカレンダーやフラワーアレンジメン
ト、歌などのかわいらしいプレゼントを受け取った事業
所の皆さんは笑顔に包まれていました。

勤労感謝の日 園児が市内事業所を訪問
～認定こども園あくね園～
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楽しい話題などお寄せください。

総務課秘書広報係 ☎ 73-1208

　11月21日に茶道の文化に触れる授業が脇本小学校で行
われ、６年生22人が茶道のマナーなどを学びました。
　講師を、茶道表千家教授者の有田智

と も こ
子さんら、市内在

住の関係者５人が務め、茶席でのお茶碗の扱い方やお茶
のたて方を説明しました。
　児童らは、お茶を立てる側と飲む側に分かれて、講師
に手ほどきを受けながら、茶道の作法を体験しました。
　初めて茶道を体験した和島琥

こ た ろ う
太郎さんは「お茶を綺麗

に泡立てるのは難しかったけど、作法も知れて楽しかっ
たです」と話しました。
　有田さんは「子どもたちが茶道に興味を持つ入口にな
ればうれしいです」と話しました。

古き良き日本文化を体験
～脇本小　茶道体験授業～

　11月22日、折多地区集会施設で、折多小学校の３年生
９人、おりた保育園の年長児８人が、秋そばの脱穀作業
を行いました。
　折多校区の自然を守る会の田嶋輝

て る お
男さんが主催して実

施。作業中には「どうしてソバの粉は白いのに麺のそば
は黒っぽいんですか？」といった疑問が飛び出すなど、
にぎやかな雰囲気でした。
　折多小学校３年の濵﨑空

あ む
夢さんは「ソバの実に草が混

じらないようにするのが難しかったです。そばを打つの
が楽しみです」と話しました。２月にはそば打ち体験の
ほか、試食会も行う予定です。

見て、たくさんとれたよ！
～園児・児童がそばの脱穀作業 折多地区～

　10月31日、農業青年クラブアグリスが、おりた保育
園、文旦保育園、認定こども園阿久根めぐみこども園の
３施設に米を寄贈しました。寄贈した米は同団体が育
て、収穫したもので、地域を盛り上げることを目的に毎
年実施しています。
　米を受け取り、大喜びの子どもたちからは「もりもり
食べる！」といった喜びの声が上がりました。同団体会
長の中村学

まなぶ
さんは「地域の盛り上げに少しでも貢献でき

れば」と思いを話しました。

たくさん食べて大きくなあれ
～アグリス　市内幼稚園に米を寄贈～

　11月24日、北さつま漁協２階ホールにおいて、株式
会社ウエカツ水産代表で、本市の「たからのまちマネー
ジャー」を務める上田勝

かつひこ
彦さんの講演会がありました。

　『魚を伝えて人を育てる』と題した同講演会には市内
漁業従事者など86人が出席。魚の生息域が目まぐるしく
変化し、将来的な漁獲量の先細りが予想される漁業につ
いて阿久根独自の問題点を挙げ、いかに現状に対応して
いくかをテーマに講演が行われました。
出席した、さるがく水産の猿樂久

く み こ
美子さんは「これから

どう動いていくべきか課題が見つかりました」と話して
いました。

阿久根市水産研究会が講演会開催
～たからのまちマネージャー上田勝彦さん登壇～
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みんなのアルバム
まちの話題

中学校英語暗唱・弁論大会で３年生の部で最優秀賞の宮

前さんの日本語での内容（英文は次ページに掲載）

人とのつながり夢

鶴川内中学校　宮前　凪
な あ む

綺夢

　私は手話に興味を持っている。きっかけは、前に手話
で話している人たちを見たからだ。それまで、テレビで
手話を見たことがあったが、初めて実際に使っている姿
を見たとき、手の動きに魅了された。それから、私は手
話に関する本を買って、自分なりに勉強するようになっ
た。

　手話の基本は身振りだ。物の形や動作や特徴を身振り
で表す。手話を学ぶことで、ろう者の方と触れ合いたい
と思い、自己紹介、挨拶などをまず覚えることにした。
私のお気に入りの手話は、「何かお困りですか ?」だ。困っ
ている人に出会ったときに、この手話を使うことによっ
てその先の会話につなげられたらうれしいからだ。

　あるサイトに「手話とは、手や指・顔の動きを使って
表現する視覚言語です。音声言語（日本語・英語・フラ
ンス語）とは異なる文法や単語があり、独立した言語で
す。」と書いてあった。手話は、「独立した言語」というのに、
びっくりした。私は、英語を習っていて英語が大好きで
ある。

　英語を学ぶことで広い世界を感じてみたい、見てみた
いと思うようなった。
　「みんな違ってみんないい」という言葉をよく耳にする。
本当にその通りだと思う。しかし、違いを認めるために
は相手をよく知り、深く理解することが大切である。世
界にはたくさんの人がいて、国ごとに文化や言語が違う。
お互いの文化を認め合うことでより良い世界を作ってい
くように手話を学ぶことで手話を使う方たちのことを知
り、その思いを理解していきたいと思うようになった。

　阿久根には子ども食堂というものはあるが、英語が学
べる子ども食堂はない。私は、そんな場所を私が育った
地元阿久根に作りたいと思っている。そしてそこで英語
を子どもたちに教えたいという夢がある。そこに新しい
夢が加わった。英語と同時に手話を教えることだ。手話
と英語、二つの言語を多くの人が学び、英語と手話二つ
の言語を通して、人とのつながりがさらにひろがる。そ
んな手助けをすることが今の私の夢である。

　地域の子どもたちや住民と共に音楽を楽しむ「第22回
鶴小でんえんコンサート」が、11月25日に鶴川内小学校
体育館で開催されました。
　１部では、同校の児童や職員による合奏、合唱、バン
ド演奏などが披露され、来場した保護者や地域住民を楽
しませました。２部では、出水市在住のシンガーソング
ライターのサカシタサトミさんが、自身で作詞作曲し
た、地元のことや日常の幸せなどをテーマにした曲な
ど、ギターの演奏とともに、力強く熱唱しました。
　同校４年の森凌

りょうか
夏さんは「演奏も聴くのも楽しめて、

リラックスできました。サカシタさんの歌は力強く、
メッセージが伝わりました」と話しました。

生演奏で音楽の楽しさを味わう
～第 22 回鶴小でんえんコンサート～

　クリスマスシーズンのまちの雰囲気を盛り上げよう
と、有志の団体が大丸公園にイルミネーションを設置
し、12月１日に点灯式が行われました。
　飲食店を中心とする楽しま Night 実行委員会が企画
し、賛同する９団体が参加。阿久根ライオンズクラブが
共催し、大丸区や大丸商店街の協力を得て、それぞれ工
夫を凝らした飾り付けで公園を彩っています。
　実行委員長の森永直

な お や
也さんは「街を明るくしたいとの

思いに多くの企業・団体が協力いただき、大変ありがた
い。子どもたちの笑顔を見られることが1番うれしいで
す」と話しました。
　ライトアップは年明け１月12日までされる予定です。

イルミネーション、大丸公園を彩る
～大丸公園イルミネーション点灯～
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楽しい話題などお寄せください。

総務課秘書広報係 ☎ 73-1208

Connections and Understandings with PeopleConnections and Understandings with People
Miyamae Naamu，Tsurukawauchi Junior High School

　I'm interested in sign language.  It started when I saw 
people speaking in sign language on the street.  Until 
then, I had only seen sign language on TV.  When I saw 
someone actually using it f irst time in person I  was 
surprised by the movement of their hands.  After that, I 
bought a book about sign language and started studying 
on my own. 
　The basics of sign language are gestures which describe 
the shapes, actions and characteristics of things people 
want to express through these gestures.  I want to begin 
to interact with deaf people by learning sign language, so 
I decided to memorize self-introductions and greetings 
first.  My favorite sign language phrase is “May I help you 
with something?” By using this sign phrase when you see 
someone in trouble we can help them, it may also lead to 
further signing conversations. 
　One website says : Sign language is a visual language 
in which people use their hands, fingers and face to 
communicate.  There are different grammar and words 
from spoken language such as Japanese, English, and 
French.  So it is an independent language.  I was surprised 
to hear that.  
　I am currently learning English and I love it.  Through 
learning English, I started wanting to experience and see 
more of the world.  I often hear that phrase,“Everyone is 
different and everyone is good”  I think that's really true.  
However, its important for us to know and understand the 
other person to acknowledge the differences.  There are 
many people in the world, each country has a different 
culture and language.  By learning sign language, we can 
learn about people who use sign language, and I want to 
understand that feeling.    
　There is a children's restaurant, "kodomo syokudo" in 
Akune, where I grew up, but there are no kodomo syokudo 
where you can learn English.  My first dream was to create 
a place where kids can learn English, but I have added 
a second dream : The dream is to teach sign language 
and English at the same time!  Many people learn two 
languages, through English and sign language, deaf and 
non deaf people can connect with each other more.  My 
dream is to help people in such a way. 

表現豊かに英語でスピーチ
中学校英語暗唱・弁論大会 

　英文の暗唱や英語での弁論を行い、表現力を競う阿　英文の暗唱や英語での弁論を行い、表現力を競う阿
久根市中学校英語暗唱・弁論大会が、11 月 15 日に風久根市中学校英語暗唱・弁論大会が、11 月 15 日に風
テラスあくねで行われました。テラスあくねで行われました。
　市内３中学校から 15 人の代表者が、学年ごとの部門　市内３中学校から 15 人の代表者が、学年ごとの部門
に分かれ、日々の練習の成果を披露しました。に分かれ、日々の練習の成果を披露しました。
　1 年生は「自分の好きなもの」をテーマに８～ 10 文　1 年生は「自分の好きなもの」をテーマに８～ 10 文
の英語発表、２年生は落語を題材にした課題文の暗唱、の英語発表、２年生は落語を題材にした課題文の暗唱、
３年生は３分程度の独自テーマで英語弁論し、ジェス３年生は３分程度の独自テーマで英語弁論し、ジェス
チャーや声色、表情の抑揚などの工夫を行い、表現力チャーや声色、表情の抑揚などの工夫を行い、表現力
を競いました。を競いました。
　最優秀賞・優秀賞を受賞した生徒は、次のとおりです。　最優秀賞・優秀賞を受賞した生徒は、次のとおりです。

（敬称略）（敬称略）
【最優秀賞】 【最優秀賞】 

１年　三笠中　　山平１年　三笠中　　山平将将
まさひとまさひと

仁仁
２年　阿久根中　小林２年　阿久根中　小林蘭蘭

らんらん

３年　鶴川内中　宮前３年　鶴川内中　宮前凪凪
な あ むな あ む

綺夢綺夢

 【優秀賞】 【優秀賞】
１年　阿久根中　龍田１年　阿久根中　龍田結結

ゆうゆう

２年　鶴川内中　道上２年　鶴川内中　道上葉葉
は づ きは づ き

月月
３年　阿久根中　上松３年　阿久根中　上松眞眞

ま なま な
菜菜
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阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」
そこで過ごす生徒たちの活躍を紹介しますそこで過ごす生徒たちの活躍を紹介します

105105

　　　　月 10 日・11 日に本校文化祭「飛翔祭」が開催されました。
今年度は、４年ぶりに入場制限のない形の開催で、多くの方が来場されました。農業科学科の農産物販売、食品技術

科の加工物販売「３年Ａ組ブランド」、総合学科・情報ビジネス系列が商品開発した「スマイルシリーズ」のスイーツや「猪
突猛進まっすぐカレー」を購入していただき、ありがとうございました。また、ステージ部門・展示部門にも多くの来場が
あり大盛況で終了しました。

11

飛翔祭（文化祭）を開催しました

地域産業現場見学会を実施しました
月 26 日、全学科の１年生が４つのコースに分かれ合計６社の企業を訪問させていただきました。
訪問先の職員が生徒からの質問に丁寧に答えてくださり、地元企業について知識を深められたことは生徒たちにとっ

て大きな財産となりました。

10
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※「見守り新鮮情報」（独立行政法人国民生活センター発行）

◉

ひとこと助言ひとこと助言

困った時はご相談を！
阿久根市消費生活センター（商工観光課内）
　　　　　　　　　　　☎ ７３ - １２７８

◉「偽物」が届く通販サイトには、①大幅に値
引きされている②日本語の字体、文章表現がお
かしい③代引き配達しか選択できない④送り状
の依頼人が販売業者の名称とは異なっているな
どの特徴がよく見られます。少しでも怪しいと感
じたら取引は控えましょう。
◉代引き配達で宅配業者などに代金を支払って
商品を受け取ってしまうと、後で商品が「偽物」
だとわかっても宅配業者からの返金は困難です。
代金を支払う前に、送り状に記載されている「依
頼人」の情報を確認し、注文した販売業者とは
違う場合は、代金を支払わず、受け取りを拒否
しましょう。
◉困ったときには、消費生活センターなどに相
談しましょう。

e
エ コ

c o 通 信

あ く ね

　  問  市民環境課 環境対策係　☎ 73-1219

確認しましょう

燃やせないごみ・空き缶・
廃蛍光管・廃乾電池の捨て方

廃蛍光管廃蛍光管

注意事項

●燃やせないごみ袋とは分けて、
透明な袋にその単体のみを入れる。

出せるもの

直管型蛍光管、環状蛍光
管、コンパクト型蛍光管、
電球口金蛍光灯、電球型蛍
光灯

出せるもの

筒型乾電池のうち、ア
ルカリ電池およびマン
ガン電池

燃やせないごみ

出せるもの

小型家電製品、金属類、ガラス類
陶磁器類、焼却できないごみ

注意事項

●コンセントなどのコード類は切り外して束ねる。
●家電リサイクル対象商品（エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍
庫・洗濯機・衣類乾燥機）は、家電量販店などに引き取りを依
頼する。
●パソコンは、パソコンメーカーや家電量販店などに引き取り
を依頼する。
●小型充電式電池使用機器（充電して持ち運べ、繰り返し使え
るもの）は、強い衝撃が加わると発煙・発火のおそれがあるた
め、燃やせないごみで出さず、充電式電池を取り外して阿久根
市役所・三笠支所・大川出張所・家電量販店などの回収ボック
スに出す。

空き缶

出せるもの

飲料用の空き缶

注意事項

●中身をすすいでから、つぶ
さずに出す。
●ミルク缶や缶詰は燃やせな
いごみに出す。

廃乾電池廃乾電池
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図書館だより図書館だより

【投 稿先】〒 899 -1696 阿久根市鶴見町 20 0 番地「阿久根市 総務課『広報あくね みんなのうた』」コーナー まで【投 稿先】〒 899 -1696 阿久根市鶴見町 20 0 番地「阿久根市 総務課『広報あくね みんなのうた』」コーナー まで
　　　　氏名（ペンネーム可）・住 所・電話番 号・年齢・性 別をご記入の上、郵送またはメールで　　　　氏名（ペンネーム可）・住 所・電話番 号・年齢・性 別をご記入の上、郵送またはメールでお寄せください。お寄せください。　　
 【ﾒｰﾙ】hishokoho@cit y. akune.kagoshima.jp  【電話】0996 -73-1208　 【ﾒｰﾙ】hishokoho@cit y. akune.kagoshima.jp  【電話】0996 -73-1208　※紙面の都合上ご紹介できない場合あり。※紙面の都合上ご紹介できない場合あり。
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新刊

※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載しています。
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）
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＜１月の行事＞＜１月の行事＞

　 『トゥデイズ』 長嶋 有 （著）

　 『野火、 奔る』 あさの　あつこ （著） 　 『ヤモリ３きょうだい』 やぎ　たみこ （著）

今日はお母さんの誕生日。買い物に行くお
父さんが、部屋をきれいにしておくように
言いました。お片付けが大嫌いな、そうた
君とげんた君兄弟ががっくりしていると、
1 匹のヤモリがあらわれ、お片付けの極意
を教えてくれて…。

　 『なれのはて』 加藤　シゲアキ （著）

　市立図書館は 12 月 29 日㈮～１月３日㈬
まで休館となります。本の返却は、休館明け
にお願いいたします。

ニヒルな同心・木暮信次郎と、元刺客の商
人・遠野屋清之介。「遠野屋」を次々と襲
う不穏な動き、血の臭い、底なしの闇…。

子育てのため、郊外にある大規模マンショ
ン「R グランハイツ」に引っ越してきた美
春と恵示。築 50 年のマンションに集まり
住む住人たちとともに、かけがえのない
日々を重ねていく。

＜年末年始のお知らせ＞

テレビ局員・守谷京斗は、吾妻李久美から
祖母の遺品である絵を使って「たった一枚
の展覧会」を企画したいと相談され、絵を
描いた謎の画家の正体を探り始める。する
と、秋田のある一族が暗い水の中に沈めた
業に繫がり…。

バンビ教室　　　　　６日（土）
ブックスタート　　 12 日（金）
子育て支援（折多）　 16 日（火）
映画会　　　　  　20 日（土）
子ども読書の日記念読み聞かせ会　　  27 日（土）

今月のおすすめ本

『あしたの君へ』
柚月　裕子（著）
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※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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今月の題字

お便り待ってます！
〈応募方法〉

　郵便もしくはメールでお便りをお寄せください。氏名（ペンネーム可）・
住所・電話番号・年齢・性別・本市へのご意見やご要望などをご記入くだ
さい。なお、紙面の都合上、ご紹介できない場合もあります。また、他者
を特定する情報は削除する場合もあります。

〈応募先〉
　〒 899-1696　阿久根市鶴見町 200 番地
　「阿久根市役所総務課  きいてよ！阿っくんコーナー」まで
　E-mail  :  hishokoho@city.akune.kagoshima.jp

  

次
号
（
１
月
号
）
は
、

  

１
月
17
日
( 水 )
発
行
予
定
で
す
。

  （11月30日現在）

前月比 

人　口 18,590人（ - 1 4 ）

男 8,804人（ - 1 4 ）

女 9,786人（ ± 0 ）

世帯数 9,768 世帯（ + 2 ）

●出生 9人/

●転入 33人/

●死亡 33人

●転出 25人

　最近、心に残った思い出は陸上記録会です。リレー
で、とてもうまくバトンがつながったり、100 ｍ走で
自己新記録を出したり、うれしかったです。ぼくは
将来に向けて、あいさつを元気よくすることと、人
の話をしっかり聞くことをがんばっています。

　
今
月
は
、
茶
道
表
千
家
の
方
々
に
、
市

総
合
文
化
祭
と
脇
本
小
で
の
授
業
の
２

度
、
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
茶
道
体

験
ま
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
番
組
や
時
代
劇
な
ど
で
見
て
、

ぼ
ん
や
り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
し

た
が
、
き
ち
ん
と
し
た
作
法
を
教
え
て
い

た
だ
く
の
は
初
め
て
で
、
と
て
も
新
鮮
で

し
た
。
古
く
か
ら
日
本
に
あ
る
文
化
で
す

が
、な
か
な
か
触
れ
る
機
会
が
な
い
の
で
、

今
回
授
業
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
茶
道
表
千
家
は
、
来
年
の
市
総
合
文
化

祭
で
も
出
展
予
定
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

茶
道
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
西
村
）

　

ママさんバレーチーム　50周年

　脇本地区のママさんバレーチーム「三笠クラブ」が50
周年の節目を迎え、11月19日にＡＢＣパレスで「50周年
を祝う会」を開催しました。
　現役の選手・監督のほかＯＢや来賓など約30人が集ま
り、思い出話に花を咲かせました。
　設立から監督を務める京田強

つよし
さんは「ここまで続けら

れてうれしい。１年でも長く続けたい」と話しました。　
また、30年以上にわたりチームに所属し、現在会長を務
める大野ひとみさんは「仲間に恵まれたことと、家族の
理解があったので続けてこられました。関わる皆さんに
感謝したいです」と話しました。

※その他事由による異動増減　+2

山下小学校６年山下小学校６年

枦  枦  大大
は る とは る と

翔翔 さ んさ ん 　
大
丸
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

皆
さ
ん
は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

　
今
月
は
取
材
で
、
大
丸
公
園
の
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ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
多
く
の
観
覧
者
が
集
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
に
思
わ
ず
私

の
表
情
も
ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
12
月
に
入
り
、
急
激
に
冷
え
込
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
体
調
な
ど

崩
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
風
邪
な
ど

引
か
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
、
温
か
く
し
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
川
畑
）

　

　阿久根中学校女子ソフトテニス部が、九州大会に当た
る「Miyazaki ダンロップ・フェニックスカップ 第３回中
学生ソフトテニス大会」に出場し、９月４日に出場を報
告する表敬がありました。
　試合は10月21日に行われ、結果は36チーム中ベスト８
と好成績を収めました。

阿久根中女子ソフトテニス部が表敬訪問

▲陸上競技で国体に出場した楠田ゆうなさんと９月に表敬

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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今月号から市役所・番所丘公園に設置した
ソーラーパネルで発電した電気量などをお知
らせします。

11 月の電気地産地消量

116,110 kWh

CO2 削減量
一般家庭 324 世帯が
月間で使用する量 52.6 t-CO2

スギの木 3,757 本分
が年間で吸収する量▶

お知らせ

お知らせ

ベンリー出水･阿久根店

0120-08-0185通話
無料

が運営しています。

出水市麓町1474

あなたの暮らしのお困りごとを解決します！あなたの暮らしのお困りごとを解決します！

W85ｘH50

来
て
。  

見
て
。 

歩
い
て
。

ぐ
っ
と
き
て
。

阿久根市
AKUNE  City

■特設サイト「アクネ  イイネ  トリップ」
　https://www.akune-iine.jp/

■阿久根市観光サイト「アクネ  うまいネ  自然だネ」　
　http://go-akune.jp/

問   市民環境課環境対策係　☎ 73-1219

令和６年１月の家庭ごみの収集日について

ベンリー出水･阿久根店

0120-08-0185通話
無料

が運営しています。

出水市麓町1474

あなたの暮らしのお困りごとを解決します！あなたの暮らしのお困りごとを解決します！

W85ｘH50

年末年始の休日の関係から、令和６年１月は水曜日の
収集日が１週ずつずれます。
▶燃やせないごみ・空き缶・廃蛍光管・廃乾電池収集
　１月 10 日㈬、１月 24 日㈬
▶びん・ペットボトル・トレイ収集
　１月 17 日㈬、１月 31 日㈬

詳しくは、12 ペー
ジまたは市民カレ
ンダーこよんをご
確認ください。


